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　Abstract

Lernaea cyprinacea Linnaeus, 1758, is reported 
based on specimens from two species of  freshwater 
fishes, medaka, Oryzias latipes (Temminck and 
Schlegel, 1846) (Beloniformes: Adrianichthyidae) and 
stone moroko, Pseudorasbora parva (Temminck and 
Schlegel, 1846) (Cypriniformes: Cyprinidae), caught 
in a concrete-lined irrigation ditch at Kuroi-jinden-
kami, Toyoura, Shimonoseki, Yamaguchi Prefecture, 
western Honshu, Japan. This represents the first 
specimen-based record of L. cyprinacea from the 
prefecture. Medaka were more frequently infected than 
stone moroko (prevalence, 39.1% vs. 4.8%), and the 
intensity of L. cyprinacea ranged from 1–5 (mean, 2.0) 
and was 2 (2.0) in these fish species, respectively. 
Some individuals of L. cyprinacea infecting medaka 
were found to be attached by an unidentified 
filamentous green alga on their body surface.

　はじめに

イカリムシ Lernaea cyprinacea Linnaeus, 1758は

イカリムシ科に属するカイアシ類の 1種で淡水魚

の寄生虫である（椎野，1966；Kabata, 1979）．わ

が国では，イカリムシはニホンウナギ Anguilla 

japonica Temminck and Schlegel, 1846やコイ Cyp-

rinus carpio Linnaeus, 1758など養殖魚の寄生虫と

して古くから関心をもたれ，飼育下の宿主におけ

る生活史や生態について研究が行われてきた

（Leigh-Sharpe, 1925；中井，1927；松井・熊田，

1928；中井・小海，1931；笠原，1962）．これに

対し，野生淡水魚に寄生するイカリムシの生態に

関する研究は，近年行われた好峯ほか（2015, 

2017）の業績を除けば見るべきものがなく，野外

における知見は極めて限られている（例えば松村，

1933；Uyeno et al., 2009；長澤ほか，2012, 2019；

Nagasawa, 2013；長澤・佐藤，2016）．また，イ

カリムシはわが国の多くの地域から報告されてい

るものの（Nagasawa et al., 2007），地域によって

は調査が不十分である．

最近，筆者らは山口県下関市内の農業用水路

で採集した淡水魚にイカリムシの寄生を認めた．

山口県におけるイカリムシの知見としては，僅か

に笠原（1962: 107）が「鯉養殖池」で確認したに

過ぎず，その場所や寄生状況などは報告されてい

ない．そこで，筆者らは，野生淡水魚に寄生する

イカリムシの生態を明らかにする研究の一環とし

て，この農業用水路でイカリムシの感染状況や生

息環境に関する若干の調査を行ったので，その結

果を報告する．また，イカリムシの体表に着生し

ていた緑藻類についても簡単に記述する．

　材料と方法

2018年 8月 5–10日に山口県下関市豊浦町大字

黒井神田上地区の田園地帯を流れる農業用水路

（Fig. 1）で手網を用いて淡水魚を採集し，活かし
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たまま，しものせき水族館海響館に運び，イカリ

ムシ寄生魚を写真撮影した後，全個体を冷凍保存

した．後日，この標本を静岡市にある水族寄生虫

研究室に輸送して解凍し，1個体ずつ同定して標

本体長を測定後，実体顕微鏡（Olympus SZX10）

を用いてイカリムシの有無を調べた．イカリムシ

が見られた場合は，寄生部位周辺の宿主筋肉をピ

ンセットで注意深く除去して，イカリムシの体前

部を取り出した後，体全体を 70%エタノール液

で固定・保存した．その後，これらを個別に実体

顕微鏡下で観察してイカリムシであることを確認

するとともに，実体顕微鏡に装着した写真装置を

用いて撮影した．また，イカリムシのなかには体

表に藻類が着生していた個体が見られたため，藻

類の一部を採取し，生物顕微鏡（Olympus BX51）

でその形態，特に分枝の有無を調べた．現在，イ

カリムシ標本は第一著者のもとにあり，日本産イ

カリムシの形態学的研究を行った後に，茨城県つ

くば市にある国立科学博物館筑波研究施設の甲殻

類コレクションに収蔵される予定である．イカリ

ム シ の 寄 生 状 況（Table 1） を 示 す 寄 生 率

（prevalence），寄生強度（intensity），平均寄生強

度（mean intensity）の定義は Bush et al.（1997，

日本語訳は片平・川西［2018］）に従う．魚類の

学名は中坊（2013）に従う．

　結果

淡水魚を採集した農業用水路（Fig. 1）は両側

面と底面をコンクリートで覆われ，底面には泥や

砂利が蓄積していた．川幅は 2 mで，流れは極め

て遅く，流心部の水深は 3 cm，所々に設けられ

た淵部の水深は 39 cmであった．採集魚はミナミ

メ ダ カ Oryzias latipes (Temminck and Schlegel, 

1846)（ダツ目メダカ科），モツゴ Pseudorasbora 

parva (Temminck and Schlegel, 1846)，フナ属の 1

種 Carassius sp.（ともにコイ目コイ科）の 3種で

あった．これらの多くは水路の淵部で採集された．

3魚種におけるイカリムシの寄生率はミナミメ

ダカで最も高く（39.1%），モツゴがそれに続い

たが低い寄生率（4.8%）であった（Table 1）．フ

ナ属の 1種にイカリムシの寄生は見られなかっ

た．イカリムシの寄生強度はミナミメダカで最高

5個体に及び，両魚種における平均寄生強度はと

もに 2.0個体であった．

イカリムシは体前部を宿主体内に穿入させて

寄生していた．ミナミメダカでは，イカリムシの

多くが宿主躯幹部（臀鰭基部［n=6］・胸鰭基部

［n=1］・背鰭基部［n=1］・側線上方部［n=4］・側

線下方部［n=3］・胸部［n=1］）に寄生し，鰓腔

壁（n=1）や肛門（n=1）に穿入した個体もあった．

また，モツゴでは胸鰭基部（n=1）と腹部（n=1）

に寄生していた（Fig. 2B）．

採集されたイカリムシはすべて雌成体で，頭

部直下に背腹 2対の突起が発達していた（Fig. 

2C–D）．体後端に卵嚢を有する個体もあった（Fig. 

2C）．ミナミメダカから得られた雌成体の体長（卵

嚢を含まない）は 5.2–7.6（平均 6.7）mm（n=5）

であった．

ミナミメダカに寄生していたイカリムシには

緑藻類の着生した個体があり，生時には鮮やかな

緑色，70%エタノール液中で白色を呈した（Fig. 

2A, E）．生物顕微鏡で観察すると，それは糸状藻

体の群体で，各藻体の主軸部から側枝部が分枝し

ていた．

　考察

淡水魚に寄生するイカリムシは，わが国では

40 種以上の魚種から記録され（長澤ほか，

2019），淡水魚に最も普通に見られる寄生虫であ

Fig. 1. Concrete-lined irrigation ditch where the freshwater fishes 
infected with Lernaea cyprinacea were collected at Kuroi-
jinden-kami, Toyoura, Shimonoseki, Yamaguchi Prefecture, 
western Honshu, Japan. The water depth ranged from 3 to 39 
cm. The photograph was taken on 10 August 2018. Scale bar: 1 
m.
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る．しかし，山口県産イカリムシに関する知見は

住所や寄生状況等の情報を欠く「鯉養殖池」から

の記録（笠原，1962: 107）のみであり，本報告が

山口県からのイカリムシの実質的な初記録とな

る．

今回，イカリムシの寄生を認めたのは農業用

水路で，特にミナミメダカに多くしていた．類似

の事例は他府県でも知られ，愛知県，大阪府，福

岡県，佐賀県内の水路に生息するミナミメダカに

イカリムシが寄生していた（笠原，1962；長澤ほ

か，2012）．また，静岡県では養魚場内の水路の

ミナミメダカにイカリムシの寄生が見られた（松

Fig. 2. Lernaea cyprinacea. A, Oryzias latipes harboring an individual of L. cyprinacea attached by an unidentified filamentous green alga: B, 
Pseudorasbora parva harboring two individuals of L. cyprinacea: C, adult female collected, lateral view; D, cephalothrax of adult female, 
anterolateral view; E, adult female attached by an unidentified filamentous green alga, ethanol-preserved specimen, lateral view. Scale bars: 
A, 10 mm; B, 5 mm; C, 2 mm; E, 4 mm.

Fish Standard length (mean) in mm Percent prevalence (infected/examined) Intensity (mean)
Family Species

Adrianichthyidae Oryzias latipes 12–32 (23) 39.1 (9/23) 1–5 (2.0)
Cyprinidae Pseudorasbora parva 25–48 (37) 4.8 (1/21) 2 (2.0)

Carassius sp. 72–76 (74) 0 (0/3) –

Table 1. Occurrence of Lernaea cyprinacea on three species of freshwater fishes in a concrete-lined irrigation ditch, Shimonoseki, Yamaguchi 
Prefecture, western Honshu, Japan, in August 2018.
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村 , 1933）．農業用水路はミナミメダカの重要な

生息場のひとつであり（例えば岩松ほか，1983；

辻󠄀井・上田，2003；樋口・倉本，2004；石川・東，

2005），ミナミメダカを宿主として利用するイカ

リムシにとっても重要な生息場所と言えるであろ

う．結果の項で記したように，今回調査した農業

用水路では，流れは極めて遅く，水深も浅かった．

こうした水路の環境条件がイカリムシのミナミメ

ダカへの寄生を容易にしているのかも知れない．

ただし，農業用水路と言っても，今回調査したコ

ンクリート水路のほかに，素掘りの土水路も知ら

れ，両者では水位，流速，植生などが異なり，そ

れらは季節的に変動する（辻󠄀井・上田，2003）．

今後は，こうした点に加えて，寄生虫も当該水域

における生物多様性を維持する重要な構成種であ

ると認識した上で，イカリムシの生息場所として

の農業用水路の評価を行う必要もあるだろう．

なお，今回の調査では魚種間でイカリムシの

寄生状況に差があり，モツゴでの寄生率は低く，

フナ属の 1種には寄生は見られなかった（Table 

1）．これは，多くの魚種を宿主として利用するイ

カリムシの性状と一致しないようにみえる．しか

し，今回は僅か 1回の調査で検査尾数も限られて

いたため，今後，調査回数と検査尾数を増やして，

農業用水路におけるイカリムシの宿主利用の実態

を明らかにすることが重要である．またその際，

各魚種の水路内での遊泳層，遊泳速度，微生活場

所に関するデータも併せて採取し，それらの魚種

間差異がイカリムシ感染幼生との接触機会の多寡

に関与するか否かを検討することも重要な研究課

題である．

ミナミメダカへのイカリムシの寄生は，本事

例の山口県に加えて，上記の 5府県，更には長野

県（笠原，1962；ビーティーほか，2009），奈良

県（長澤ほか，2012），長崎県（Yoshikoshi and 

Kô, 1988, 1991），不明採集地（松井・熊田 , 

1928；Matsui and Kumada, 1928）からも知られて

いる（Nagasawa, 2017も参照）．また，モツゴも

イカリムシの宿主として以前から知られ，山口県

以外では，東京都（中井 , 1927），群馬県（Nagasawa 

and Sato, 2014）， 愛 知 県（Nagasawa and Torii, 

2014），不明採集地（松井・熊田，1928；Matsui 

and Kumada, 1928）から記録がある．

今回，ミナミメダカに寄生していたイカリム

シの体表に緑藻類に着生が認められた（Fig. 2A, 

E）．わが国では，イカリムシ体表の付着生物に

関する若干の知見がある．古くは Leigh-Sharpe

（1925）が緑藻類ボルボックス目の「symbiotic 

alga: Cassatiovolvox copepodicola」と報告し，鈴木

（1965）はイカリムシの「体の表面にはしばしば

珪藻やアオミドロなどの藻類，その他にツリガネ

ムシなどが付着していることがある．秋に採集さ

れた個体に多くみられる」と述べ，ミナミメダカ

の臀鰭付近の体表にアオミドロが着生した写真を

示した．これらに関して，筆者らの知る限り， C. 

copepodicolaが正式に記載されたことはなく，そ

の形態等は不明である．また，鈴木（1965）が述

べた「アオミドロ」についても分類学的検討が行

われておらず，その学名等は不明である．更に，

最近出版された大塚ほか（2018）による「魚類の

寄生性カイアシ類の表在生物」に関する総説でも，

それら生物には言及されていない．本研究で筆者

らが見出した緑藻類は，その外観から鈴木（1965）

の言う「アオミドロ」に似ている．しかし，生物

顕微鏡を用いて採集標本を観察したところ，糸状

の藻体主軸部から側枝部が枝分かれしていた．こ

れは，当該標本が未分枝の藻体からなるアオミド

ロとは異なる分類群に属することを示している．

現在，この藻類の更なる同定のため，標本が藻類

研究者に送られ，詳細な分類学的検討が行われて

いる．
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